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ページ 箇 所 誤 正 

142 
左段 L16-17 

(p.39５(1)の解答) 

どちらもハロゲン化水素分子なので，分

子量の大小より，塩化水素 

どちらもハロゲン化水素分子だが，水素

結合の有無より，フッ化水素 

143 
左段 L4-6 

(p.48問問問問14の解答) 

∴ p＝1.49×105≒1.5×105〔Pa〕 

pH2＝1.49×105×(2.0/6.0)≒5.0×104〔Pa〕 

pN2＝1.49×105×(4.0/6.0)≒1.0×105〔Pa〕 

∴ p＝1.50×105〔Pa〕 

pH2＝1.50×105×(2.0/6.0)＝5.0×104〔Pa〕 

pN2＝1.50×105×(4.0/6.0)＝1.0×105〔Pa〕 

143 
左段 L19 

(p.48問問問問17の解答) 

この混合気体が標準状態で示める体積

は， 

この混合気体が標準状態で占める体積

は， 

144 
左段 L6 

(p.52４の解答) 
＝0.6231×105≒0.62×105〔Pa〕 ＝0.6231×105≒6.23×104〔Pa〕 
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